
　

　

　子供の生活習慣確立の必要性を社会にアピールするとともに、学校、地域社会、企業、行
政機関等が協働して家庭での取組を支援する。

○　子供の基本的な生活リズムを確立する（早起き、早寝、朝ごはん　など）
○　子供の基本的な社会性を育む（あいさつ、コミュニケーション　など）

■趣旨

■目標

１　東京都「子どもの生活習慣確立プロジェクト」　事業の考え方

１　方針
　○　小学校入学時期（６歳）を含めた幼児期のより早い段階からの啓発を促進する。
　○　家庭で子供の生活習慣の確立が図られるよう家庭や家庭を支援する地域（行政・
      民間）に施策が定着することをめざす。

２　留意事項
　○　家庭の教育に関心の薄い保護者への啓発に留意する。
　○　社会全体へ｢家庭教育」「幼児期の教育」の関心や問題意識を喚起する。

３　推進の方法：行政、学校、地域、企業の連携・協働を一層進める。
　○　「子どもの生活習慣確立東京都協議会」会員と地域の活動とのコーディネート
　○　福祉・保健分野、学校保健委員会・ＰＴＡ等との連携強化

○　就学前から小学生までを中心とした子供を持つ保護者■対象

■２０年度　　実施方針等

■年次テーマ ○　平成１８年度「生活リズムの確立」
　　　　　　　○　平成１９年度「食育」
　　　　　　　　　　　　　　○　平成２０年度「親子・コミュニケーション」

２　平成２０年度事業計画

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　協議会
　研修・情報交換会
　　（６月２５日）

　　　　　　（通年）　教材DVD/ビデオ「そうだ、やっぱり　早起き・早寝！」、啓発資料・グッズの関連機関等への配布

　　　　　　（通年）　両親学級、予防接種、乳幼児健診等でDVD上映等の促進、PTA・家庭教育学級・学校保健委員会等におけるテキスト・DVDの活用促進

子どもの早起きをすすめる会
シンポジウム　（6月1日）
「夜型社会から抜け出すために」
(都教委後援)

　　　　 夏の啓発キャンペーン（7～8月）
          「夏休みの生活リズムは
　　　　　そうだ、やっぱり早起き・早寝！＆朝ごはん」

・ポスター掲示（公共施設、駅、スーパー等）

・家庭用「生活リズムチェックカレンダー」（幼稚園、児童館、保健所等）
・保育園用「生活リズムチェックカレンダー」（保育園）
・ラジオ体操カード（子供会、ラジオ体操連盟の地域団体）
・保護者用ミニパンフレット

　　新宿髙島屋での啓発企画展
　　　（8月13～19日）
     髙島屋・明治乳業の協働事業

日比谷図書館「食」展示
　　　　　　　（5月～6月）

　　　　　　（通年）　ウェブサイトによる情報提供

協議会総会
（1月）

入学前キャンペーン　（12～3月）

・啓発資料「そうだ、やっぱり　早起き・早寝！」配布
　　（公立小学校入学説明会等で活用）

　乳幼児期からの子供の教育支援へのリニューアル

関連事業
 健康づくりフォーラム　（8月7日）
都教委・医師会・学校歯科医会等共催

産業労働局
「食育フェア」 （10月）
東京都・東京農大等
共催

東京ガス協働事業
「親子料理教室」
 （11月）

日本トイレ協会「うんち教室」
 （10月～）

　　父親の家庭教育参画促進

リーフレット配布（4～5月）
　「見直そう、親子の生活習慣」
　～子供とのふれあいタイムは
　　　　　　　　　　　朝がいい！～

明治乳業グループ報（№３０～）
「大人もたいせつ　早寝、早起
き、朝ごはん」（５回シリーズ）
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